
エントランス

　12月１７日御蔵入交流館で、オペラ「カルメン」の舞台公演が行われました。御蔵入交流館落成２０周年記念事業として、みん
なで出演、みんなで作る」をテーマに実施された公演、指揮は高橋裕之氏、演出は飯塚励生氏。ピアノは白取晃司さん、神田由布
子さんが務めました。キャストはプロとして活動している南会津町出身の渡部史子さん、阿部祥子さん。会津若松市出身の二瓶純
子さん、堀越俊成さん、坂下町出身の大島嘉仁さんらとゆかりのソリスト。そして桧枝岐村出身の平野亘さんが出演しました。
　実行委員会では3月から合唱団やスタッフを募集しました。稽古の見学なども実施し、手づくり舞台公演合唱団・児童生徒合唱
団はおよそ50人となりました。合唱団は6月から稽古や準備を重ねてきました。合唱指導は会津若松市の原千津子先生、児童生
徒合唱指導は阿部祥子さん、室井和可子さんが行いました。合唱団はおよそ25回の稽古の他、スマートフォンに送られてくる音
源で自主練も行われました。また、稽古は南会津と東京でそれぞれ行われ11月に合流しました。ソリスト、合唱団、児童生徒合唱
団合わせておよそ７５人は12月17日「精一杯の歌と演技」で素晴らしい舞台を披露しました。
　スタッフも南会津町から参加しました。衣裳では町内の衣料関係者の事業所から布の寄付をいただき活用しました。主役カル
メン衣裳を製作した舘岩在住の土器屋さん親子。最後の最後まで奮闘した。とプログラムに寄稿しています。鮮やかな水色が映え
た兵士の制服には寄付いただいた学生服を利用しました。ポスターや町のお知らせで学生服の寄付を募ったところ10着以上集
まり利用することが出来ました。今回の衣裳、大道具、小道具には中学生の応募があり大人と一緒に製作しました。本当の手づく
りの舞台を作りことができました。公演当日、会場には500人以上の人が訪れました。合唱団やソリストは開場直前まで稽古を行
い、精一杯の演技を披露しました。合唱とソリストの素晴らしい歌声・衣裳・道具が照明に照らされ浮き上がりました。差別や貧困
から自由になりたい！と願うジプシーのカルメンの生き方を演じました。

御蔵入交流館落成20周年記念事業

南会津町町民手づくり舞台公演　オペラ「カルメン」精一杯の歌・演技に感動

　１２月９日１０日の二日間、御蔵入交流館となりの、きとね
で南郷刺し子展が開かれました。会場では、南郷刺し子
会員の皆さんの作品展示や体験、活動の発表が行われ
ました。また、南会津高校生との共同作業で製作したブッ
クカバーやタペストリーがお披露目されました。関係者ら
は伝統の刺し子を若い人につなぐことができた。と笑顔で
話していました。

南郷刺し子高校生へつなぐ

子供たちの歌や演技もいきいきと

南郷刺し子と
藍染の衣装

カルメン　手づく
り衣裳　4幕

合唱団　歌に演技で役者になりきる

2幕　フラメンコダンサーも登場

学生服を利用した兵士制服

エスカミーリョとカルメン

田島祇園祭屋台歌舞伎保存会　子供

田島小学校3年生

ジプシーはまともな
仕事に就けない。
だから密輸？
さあ自由を求めて！

　令和５年１２月１０日（日）から令和６年１月７日
（日）までの２９日間は、「年末年始の交通事故防止県
民総ぐるみ運動」が実施されています。１２月８日南会
津警察署では出動式が行われました
柳澤南会津警察署長は「警察だけでは事件事故は防げま
せん。皆さん一人一人の協力をお願いします」と挨拶し
ました。

2023年
12月31日号
NO1

2023

年末・年始　事故、詐欺に注意！

12月10日、田島祇園祭屋台歌舞伎舞台特別公演が行われ
ました。田島小学校3年生が挑戦し「時津風日之出松鴫山
城内の場」を披露、役者や鳴り物、義太夫などそれぞれの役
割を果たしました。屋台歌舞伎保存会は仮名手本忠臣蔵と
絵本太功記を披露しました。子供とは思えない演技に大き
な拍手が送られました。


